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『神々の黄昏』におけるナ、！ヽ オン三今］．世僚

中 島 I甜 こ,1
 

紐 mirBourgesが自己の小説中に，フランス第二帝政末期から第三共和

制初期にかヴての時代の，ョーロ ッパ社会の勁きをダイ ナミックに描写して

いることは，前回，述ぺたとおりであるが，底構と史災をないまぜた作品と

あって，そこには実在の王候只族や著名人の名があまた見いだせよう。な力

でも作者は，新旧ふたつの時代を代表する政治家として， LeCrcpuscule des 

Dieux『神々の黄昏』(I)においては NapoleonIIIナポレオン三iltを，LesOl・ 

seaux s'envolent et les Fleurs tombent『洛托飛島』 では Thiersテ．｛エール

を登場させ，いずれ劣らぬ個性的な人物像を丹念に描きだしてみせている。

奇しくもこのふたりは，まずは51年のクーデクー，ついで晋仏戦争を境にし

て，互いに対照的な道を少むこととなり，おまけにどちら もBismarckピス

マルク相手に悪戦苦闘せねばならなかったわけて，彼らほど盛んに此ltll-｛しさ

れた， くせのある人間も少なくないたろう。おかげで Bourgesは，その両

者を配したことによって，小説それ自体に時代のいろをにしませ，独特の穿

囲気を醸し出すのに成功したのではないかと名えられる。

そもそも LeCrepusculeという小説の出たしは， 1866年に起こったプロイ

センと南ドイツ連邦諸国との戦争開始の時期にあたり，反プロイセン~It常に

ついたプランケンプルク公国の君上， Charlesd'Esteカール ・デステ大公が

主人公となっている。戦争という国家の一人jtにもかかわらず，王が[lらの

誕生祝いに盛大な祝典をあげていると，そこヘプロイセン叩位入の知らせが

はいり，華やかな要から一転して，城をあけて国外に逃れて行かねばならな

くなる。難をのがれたこの宮廷の人々は，と りあえずパリにある別邸に身を

落ち沼け，大公はいつの日かおのが領地に加り芯かんものと，あれこれ）j策

を試みてみる。そんな彼力働きかけた第一の杞手は，当然，ビスマルクたっ

(81) 
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たが，それと同時にフランス皇帝ナポレオン三世にも望みを託す。四年前に

バリを訪れた時，手厚くもてなされ，以来，ふたりは「じつに堅い友情で結

ばれてきていた」 (p.56.）からであった。 そこで， 大公自らチュイルリ一宮

に挨拶にでかけてみたり，また皇帝が彼を招いたりする場面が見いだされる

ことになる。

ところで，このナボレオン三批という人物は，出生の時以来，父から冷遇

され，さらに第一帝政が崩壊したためフランスにはとどまれず，母のオルタ

ソス女王と兄とともに流浪の生活を余儀なくされ，アウグスプルクで教育を

受けたこともあって， フランス語よりドイツ語のほうが達者で，イギリスで

も亡命生活を送っていたことがあり，フランス人というよりは「ヨ ーロ yパ

人」と呼ばれるほどのコスモボリタンであったようだ。恐らくそうした不安

定な状況に長く身を四いたせいか，それとも単に個人的な特殊性のためか，

とかく評価の定まらない，不可解な人間とみなされていたようである。フラ

ンスの政界に乗り出した当初は，ナポレオンという家名の偉大さのみに支え

られた，見栄えのしない，ほとんど無名に近い存在で，皆から<imbecile>

だの<mediocre~だのと評されており， 大統領に就任したり， 後にク ーデ

ターを起こして皇帝の地位にまで登ろうとは，とても想像できないく らいだ

ったと言う。ただ，さすがティエールなどは一抹の不安をいだいたようだ

し(2りまた，その頃のナボレオンの印政をこうも語っている。「彼は中行で，

短足のうえ，やや胴長，スイスの庶民風のものの言い）jをし，目にも生気が

乏しくて，さてどんな色だったかと思うほどだ」”と。 きわめて,'rの低いティ
エールからみれは 「中村」かもしれないが，むしろ小柄なほうで，肯い目を

しているのに，ナダールなどの＇げ兵を見ても ，「霧のヴェールに覆われ」い）た

池目をあけたような額の，いかにも冴えない人問といったところだ。だが，

そのかげに ， ．IL来の野心家で ， 策謀をめぐらせるのが好きな， '¾:aventur ier~ 

の」L体がひそんでいたのてある。 ClaudeDufresneに言わせると，「ルイ ・

ナボレオンは， ライヴァル辻に疑念を起こさせまいとして，そうした印父を

尖にたくみに利用してみせた」(5)らしく ， そんな屯帝の性格の特徴が， 小品

中ではうまく生かされ，筋の股1)|j にも而 l~ I みを加える効限をうみだしている。

n
 そこで，作品l:IIO)それぞれのJ仙而において，具体的な描巧がどうなされて

(82) 
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いるかを，以下にあげてみよう。まずは第二章において， 亡命してきたばか

りのカール人公の訪問をうけて，とりあえず，いかにも同伯的な態度をみせ

ておく。

大公は皇帝側近の侍従の案内で階段をのぼり，意外に烈索ともいえる控え

の間を通っていった。と，その時，部屋の入り口にナポレオンの姿が見え

た。皇帝は大公を迎え入れんとして， 歩みよった。

「おお，陛下 ！」と，大公は思わず声をかけ，「かような難局にあたり…」

が，皇帝は大公の腕をとり，何も言うなというように「lに指をあてると，

執務室に招き入れた。扉が閉ざされ，会談は非公式で行なわれた。それでも

大公が館へ戻った時には，以前よりはるかに落ち若きをみせ，現状を廿ん じ

て受け入れようという態度がみられ， （…）．（pp.56-7.) 

とある。しかしながら，ナポレオン三lltに関する占物の心述には，しばし

ば＜geste>という表現が用いられているのが目につく。 「山師のナポレオン

は「J分の肛を決して見せないで，他人の意見をよく聞くふりをする」と人佛

次郎が評しているが(6)，小説中でも彼は大公が思うほど単純な人間としては

描れていない。第六章で，ダイ ヤの発色に閲する実験にことよせて，カー）レ

大公を宮殿に招いた皇帝は， やおら「『お身内がたくさんおありのようで，

大公殿』と奥歯にもののはさまったような聞き）j」（p.122.）で，その親族の

話からきりだし，自分のほうからは何も具体的に触れないうちに，相手が自

制心を失ってゆくのを待＾ている。つまり，人公はさきの戦争でプロイセン

に領土を奪われたうえ，その機に乗じて弟がまんまと自分の後釜にすわった

ことをさしているものと，頭から思い込んでしまったのだ。屈辱的な体験を

思い出させられ，思わずかっとなった人公に勝手に喋らせておいたうえで，

やおら親切ごかしに行動を似んだがよいと，何か0分が秘密を握っているこ

とを仄めかすという手にでる。

人公の動向をさぐり，醜聞をあげつらう者がおりましてな。しかも親類緑

者間に確執はつきものとはいえ，うっとうしいことに四殿に対して陰謀がし

くまれているのですぞ，と も品った。そして飯後に，大公の叔父にあたり後

見人でもあった，モデナ人公フランチェス コ五世の名を0にした。 （…） 

（…）いずれにしろ，こんないやな話を耳に入れるのはいささかつらいの

(83) 
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大公のこと，あわてふためくでありましょう。先ほど言われた占類が，もし

本当に重要性をもつものなら・・・」

「無論のこと ！」

「ならば，むこうもぎふくはず。且殿の側からふ訟をしかけぬという条件

を出せば，先方ももはや逹し止め砧求なんぞ，口にしたりはしますまい」

(pp. 124-5.) 

こんな風に皇帝から迫られて，やむなく大公は長男をイタリアヘ4M史とし
て派遣する。ところが， したたかなナポレオンのこと，実は「ひそかにロ

ーマ教皇庁と通じ，フランチェス コ五Ittを動かそうとしむけていたのだ」

(p. 129.）。つまり皇帝は，莫大な登産をめぐって利古の対立する両者を手玉

にとり，あわよくば礁夫の利をねらっていたという筋占きである。しかも，

さきに引用しておいた文中の省略した箇所で，本題とは直接閲係ないはずの

事柄をもたくみに挿入し，本当なら言いにくいような臼分の本心を， さり

げなく表現してみせている。つまり，大公が亡命の王のくせに，金にあかせ

て壮麗な館をパリに建設したのが，気にくわないのだ。これ以前にも，四章

に，似たような楊面が出てくる。

なかでも執事のほうから言い出したわけではないが，殿下に泣く泣く切っ

てすてさせたものがあった。なにかの日には，人公のお召馬卓の前を，別の
のぼり

羽根飾りをつけた猟騎兵や従僕逹が，金のにぎりの織を手に行進していた

が，これの廃止にふみきらざるをえなかったことである。フランス皇帝且ら

も，この「古風な｛義式」について，あえてきついことを言ってきたとあって

は，しょせん亡命の王の身のうえ，いくら誇りが似ついたとて，これほど明

らさまな命令には従わぬわけにはゆかなかった。 (p.83.)

なにしろ大公は， ョーロッパの王侯の中でも有数の狡産家であり，その輝

かしい家系からは多数の王や皇帝を甜出しているほどで，パレ ・ロワイヤ）レ

の祝典に招かれたおりも，無数の宝石をつけて出席したり，新しい餡が出来

るまでのホテルでの仮住居の最中にも，おかかえの料理番につくらせた食 J`~

をとるため，半ズボンに金色相の仕抒せを行た従僕たちに，肉と食器ー式を

納めた船形食器箱をg月にのせて運ばせてみたり，「一風変わったお仕杓せや，

御者から馬丁から先乗御者，引き具にいたるまで，芙々しい馬市のおかげで，

(85) 
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ちょうどそのころ）J梱IIむ邸会に集まっていた並みいる王侯設族のなかでも，

大公はひときわ人目をひ<I(p. 71.）存在だったという調子だから，たたて
さえ正統tむI・:、なのrfn筋にたいして引け目のあるナfレすンのこと，面白ろか

ろうはずもなかったのだ。こんなくだりを読んだたけでも，コンプレノクス

にみちた＇、出帝のi(ii彩がつたわってこよう。しかも皇帝自身，イギ•)スて不遇

をかこっていた時代，）fli，派手好みだったたも，セちまちのうちに追産を

使い尺くし，借金をしようにも誰にも相手にされなかったことがあった。そ

んなおり，唯ひとり，彼に融通してくれたのが，この作品の主人公のモデル

になった狂：E, プラウンシュヴァイク公なのだった (8)。小説が出版された当

時，そうした1リこを人々は，恐らく承知していたのではなかろうか。そうで
あったとすれは，こうしたくだりは，いかにも皮肉な稲烈な風刺のこめら

れたものとして又けとめられただろうと推寮される。

さらに皇帝は，ことのついでに，人公の末の息子，オッ トー伯爵の常軌を

逸した振舞いまで，あらいざらい笞然に識ぺあげさせていたのだ。

「実は追憾ながら」と訂いつつ，！社帝は机の応しりliliしに手を人れて，仄

色の肛紙の純ばさみをとり出し＇「（ご子息の）お一人のことで科呂を呈さね

ばなら "t/l(J)(.す・。それにしても，何もこんなことまて，とは息われぬか」

それはオットーイ(1に関する，苔察の報告書であった。ヵール ・デステがざ

っと目を通してみると，「1分の息、子が併発されていたのだった。いや，少f

くとも恥ヽ載疑をかけられていたとふうぺさか。ある批浪・1}を生きながら火あ

ぶりにするとい”)，おぞましい遊びをやったかどであり，その家で不祈い‘`

あったという。さらにその呪：！）しい恨告村には，オットーがいかに残忍J1．心

の限りをつくしているかが， →’li細かr1:• セ ・巡ねてあって， これを見て（人公）

殷下の節色がりlらかに変わった。 (p.126) 

そして， voix pitcuS(: （；Iaらっとした）げで）： 人，ヽ K紺J1!：するには， オ

ットーをしはしつく国外へ退よさせておくようにとの-とo くわえて，大公自

身の奇行の数々も調ぺあげら’れており， 「おカII祓でも悪いのでは」などとt兼
味を行うことも忘れていない。ここでも，軍隊と苔寮）」を1rjitlCIJーデター

を強行し， tr11)J を手 1 |I におさめた•)・ボレオンらしいー 1f1iがうかがわれる。出

隊秋li袖l復を名1;1に，「介llt紀は打察の｛劇巡のもとにある」し9)と表現された

(86 
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ほどの社会であった。が，その反面，享楽的な気分か没ふし，花の都パリが

歓楽の都巾＇と化していったことも‘担実である。しかも ，凶家の頂点にたつナ

ポレオンからして，女癖の悪さはあまねく知れわたっていて， Castiglione

カスティリヨーネ伯爵夫人との艶聞など，数えあげれはきりがなく，また迅

父兄弟の Mornyモルニー公も浮いた内に4ゥ欠かなかったという。そんな劣
囲気のフランス宮廷でありながら，［1分のことは棚にあけ，他人の索けを云

々する可笑しさがこの塩面にはある。 iilj水徹氏は第二帝政やそれに続く第三

共和制の時代の風俗を評して，

,fクンゲ

ゾラの『J呂酒屋』のなかに登批人物のひとりが「皇帝のおかげでフランス

中が淫必宿になっちまった」と言うくだりがあるが（ナポレすンて世はさま

ざまな梢打のゴシノプで有名たった），そういう第二帝政のあとをついだ第コ

共和制は，皇帝なき第三帝政と亘ってもいいほど，すくなくとも文化や風俗

の面では前代によく似ていた。 『天国と地は』や『パリ生活』などの脱気で

面骨でエロチックなオッフェンパ・ノクのオペレックに代表されるような第二

帝政期のバリが，そのまま，マキシムやムーラン ・）レージュに代表される

＜ベル ・エポ．ノク 9のパリにつながって，＜花の都パリ ＞の神話をつくりあ

げたわけだが，社父界と盛りル足と娼婦という環瑳に<-専制プルジョワ制ンが

出来あがったために，話は面倒くさくなる。プルジョワジーは社交界と盛り

場と娼如}の<花の都＞のなかで，その偽函的な道徳を守らねばならぬという

奇妙な状態に四かれたのである (10)。

と占いているが，そうした矛盾の格好の例が，人公に忠告する時の皇帝の

態度に見いだされ，さぞや小品が発表されたおり，フルジョワ社会の偽逸に

窒息せんはかりであった読者らや，1It紀末の芸術家たちの共感んよんだこと

であろう。なお，LeCre pusculeのなかでも，大公を取り巻く歌手や女似，

女芸人など，それもヨーロッパの各地からパリに尖まってきて，妍を般った

女たちの生態が鮮やかに描かれていて，産業革命以後，都rIi集中化の激しか

った時期のパリ風俗の一面がうかがわれて，興味深いものがある。

m
 都市集中化と言えば， ナ ポレオ ン三世統治下の人·j~業のひとつとして忘れ

(87) 
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てはならないのが，Haussmannオスマンによるパリ改造であろう。中世以

，屯の町並みは，道幅も狭く入り組んでいて．衛生状態にも問題があった。 ナ

ボレオンは，アメリカヘ追放されたり，イギリスで亡命生活を送っていた時

代に近代化された都1iiの様相をまの当たりにし．早くからそのための田心

を純っていたものらしい血。 そして1832年，1糾9年， 1853年に

の様牲者が出たことも． 決断の原因にあげられている（U)o 街路を整佃し，

特に幹線となる大通りをつくり，建約の外観を整え．町並みを芙化し．二十

1lt紀の現在にまで機能する近代都市へと脱皮させ．おかげで「永遠の都」ロ

ーマに比訂しうる「化の都」となって．帝政下で二度にわたる万国栂豆会が

開催され，以後，第三共和制になってからも回を訳ね， ヨーロッパの

ず，tlt界各困の人々をひきつけるようになった。だが反面．あまりの改変ぷ

りにその評価は功罪itl半ばするものがあるとされている。なお．それ以前

にも，（（I父の・）・ボレオン一tttがエトワール広均の馬辺整価をはかったことが

あり，以来，シャンゼりゼのあたりは投機の対象となり．土地成金が輩出し

こようだが．第二帝政のバリ改造政策のもとでは．こうした傾向に一段と拍

liがかかり， あちこちで新しい廷約の建設がプームとなっ
Crapusculcにおいても大公のポージ，ン＾t．書い

しく描＇： riされている。それにしても．ボージ g ンという名前からして，シャ

ンゼリゼ周辺の；t．地投機‘文のひとりであったのだ。そして．この項すでに
間の工事も,1能となり (13)，小説にも．そうした均i[Uが見いだされる (p.Sl.)

eらに．パリ改造1こともなってか．行政」．．の（文iii変更が盛んI

しく ，この作品の悧勺位では，大公のシャンゼルビの別

てし注ったり (p.70)． 笛八在のなかで． オットーが父K公の没妾で

姫のI[3れ‘ぶを訪れてゆく杞面で．バンテオンの衷―r:.のあたりの町名
eれたばかりで，いまだlr1町名のほうがとおりがよし心という一文があった

る (p.l ".,• lo 

P

-

とこちでナボレ・キン-.1ltは，国内でl

どから冷たし‘'.，I"<!., I''J'Iウ吋い

91ッパりnit⑭){

と旧

< i 
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合う princesseでなかったことなどもあり，とにもかくにも，精一杯，華や

かに飾りたて， 威光を世に知らしめねばと腐心したと伝えられる (15)。 それ

はまた，同時に，民衆の心をひきつけ，政治の間の部分から目をそらさせる

効果もねらってのことだろう。 Pierrede la Goree はナボレオン三世の政

策をこう説明している。

(…)道具立ての手際も見事で，ふんだんに祭りや祝典を催し，いかにも

折り好く ，思いがけない出来事や示威運動などが勃発するようしむけるのに

熱心で，その結果，絶えず舞台が転換して，人の目を蒋い，倦怠を覚えられ

る前に先手を打つことになるからだった(16)。

まず，そのためには，文化面に理解のあるところを示さねばならないだろ

う。 Ministeredes Beaux-Artsがつくられたのも，第二帝政下であった。た

だし，これは帝政末期にあたっていたため，ごく短命で終わったようだ(17)。ま

た作家の Merimeeメリメが，皇后の里方の一家と親しかったこともあって，

皇后側近のひとりとなり，文化財の査察官として，フランス各地の追跡の発

掘や， 占い建造物の修理保存に力を注いだ事実はよく知られている。ただ，

皇帝の従姉妹の Mathildeマチルド皇女は，趣味豊かな人物で，彼女のサロ

ンには本当の意味での文化人たちが出入りしたようであるが，ウジェニー皇

后にとっては，チュイルリ 一宮殿でひらかれる舞踏会と同じように，それも

n分たちの宮廷を彩る要素のひとっ，といった趣があったらしく ， 「皇帝と
共に，装飾的付屈品として欠かすことのできない詩人，芸術家，学者たちを

宮廷に引きつけた」(18) とする見方が普通のようだ。だから，LeCrepuscule 

でも，著名な科学者のBabinetバビネ氏がチュイルリーに召しだされ，皇帝

と人公を前にして，最新の実験を披露する場面が挿入されているのだろう。

さらに皇帝自身が， かつて不遇の時代， 騒乱をひきおこしたかどで， Ham 

の要塞に拘焚されたことがあったが，その時， 暇つぷしに物理や化学の実験

に興昧をもち， ついにささやかな実験室まで手に入れたと伝えられ(19)， ぃ
っぱしの科学者気取りていたせいもあるのだろうか。とは言え，学者が実験

の準備をするかたわらで，大公相手に熱心に駆け引きをするあたり，「本物」

とは言いがたいイメージか仏わってくる描かれようである。しかも当のバビ

ネ氏が，出帝のところに来るまえに，さきに皇后陛下のもとに伺候し， 「そ

れからこちらに参内いたしました」 (p.124.） などという台詞を口にすると

(89) 
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なにしろ皇帝は，シーザーの生涯に深い興味を示し，碑銘文学アカデミ ー

会且の AlbertMauryアルベール ・モーリーの協｝」を得て， その方面の研

究を行なったほどであるから，これは相当皮肉な内容で，秀逸の場面であ

る。ところで，第二帝政期に爆発的な人気を博したオッフェンパックの，ぁ

の『オルペウス』について， SiegfriedKracauerは次のように記している。

「第二帝政の初めには，古代の抒名人たちを嘲外することは，まさに流行の形

をとっていた。それによって，楕柄ずくの独裁制に抗議するうっ砧した要求

が，はっきりと捌けnを猥得した。 （・・・）オッフェンバノクのオペレッタが
冗淡めかして，実は現在の社会の枯礎を暴涵し，それを通してプルジョアジ

ーに，かれら 191身の存在の本質を気づかせる恐れがあるということであっ

た」(22)と内いているが，それとことは同じで，一恩，手厳しいだけである。

こうしたあたり， Bourges はまことに生彩ある筆致で描きだし， Andre 

Leboisが， 「LeCrepusculeの批も優れた塩面のひとつは，第六窃における，

カール ・デステとナポレオン三litの会見のところだ」(23) と述ぺているのも

うなずける。

z
 ところで' • Jes fastes du Second Empire~ という表現があるが， フラ

ンスのfl会がまれにみる繁栄を学受しえた時代をなつかしむ気持ちと， I釦飾
にみちた部巾文明のイメージを想起させられるといった，複雑なニュアンス

を感じさせる占菜だろう。第二帝政下では，ひんはんにひらかれた仮装舞踏

会にgく徴される，華やかで既かなパリ人」．の生活が見いだされる反 Iiii，戦

争という視実の危機にさらされることも一度ならずあった。第六窃における

皇帝の杖務3iの描写の部分で，彼の使う人きな机のうえに，菜-T-1本に盛られ

たチ uコレート ・ポンボンと，砲艦の校刑や歩兵用の1ヤ遁が一§行にならへて

irtかれているところなど，尖に的確にナボレオン三世の政治のありかたを示

唆しているではないか。ただし，クリミア戦争やメキシコ遠征など，あくま

で外国での出来!j~であって， 将仏戦争までは「l 国が戦場になることはなかっ

た。とは訂え，小ll知の冒叫，人ムが流浪の生活を始めるもととなった普澳戦

争て，プロイセンは念廊のトイツ統一をはたし，ォーストリアと袂を分か

ち， ヨーロッパIIh1•Lれを設憾させ， フランスもきわめて徴妙なV.i]にたたされ

るのであるolf.［接の被贋i受けなかったものの，その時，プロイセン軍の装

備のいかに優れているかを，皇帝はいやというぷど思い知らされたのだ。そ

(91) 
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こで彼は， ノランスの軍隊の近代化をはかろうと試みるが，国民もに会もそ

うした1i1，りにうとく，無視されてしまう。おまけに， 1867年には二度目のパ

リ）j博開催とあって，激変するヨーロノハの1廿拾をよそに，人々は浮かれ気

分にrよる。その万間も硲をf、'りしようとする時，後のフランスの巡命を暗示す

るかのように，メキシコ畠帝処刑のニュースがはいる。さらに，莉々と葵カ

をたくわえ，機をうかがっていたプロイセンは， 1870年，スペイン王位祀永

をめぐる，ホーエンツォレルン ぷよりの擁立問題をきっかけ 1こ，フランスが

9位）揺したところをねらうのである。ピスマルクの計略にひっかかったフラン

ス側は，勝ち目がないと汁j極的なナボレオンをしりめにナショナリズムに

伐ぶえ ， I~民は「ペルリンヘ ！ ヘルリンヘ ！」と叫んで，開戟へとなだれこ
んでしまう。

ちょうどlri]じ頃，カール大公の一家も，避けがたい危機に兄舞われてい

た。パリ亡命後まずは未娘のクラリベルが神経を病んで世を去り，ついて 1

次男のハンスが股迩いの妹クリスチアーネとの近親相姦のあげ<, Lストル

fl殺を図る。残された妹は，人喝衣を1J)，佗迅院にこもってしまう，，さら

に長男のフランツも，いかさょIIh閲て官地に追われる身となる。おま 1かこ双

後には＇大公火を糾がせるつもりだった 卜っ子のオットーまでが，父の愛妾

と共謀し＇親殺しを企てる。その決定的な1紅滅の楊面が，奇しくも、晋仏`＇

争Il廿戦のII.｝期とかさなる。最愛の息子に命をねらわれているとも知らず，ボ

ージ！1,ン館の没咄な浴安で大公が沿浴みをl(.いると,--¥，こわかにかき

1:1り，fIN！りが轟さ外では戦也へわもむく j'u''kt・ らが行進してゆ、。

賠岱弛れこめる空から，RRLJ然とHiが隊りしさっている。篠.')ヽ Ii)のなか
かなたに一分隊が行辿し（いた。おりしも，三l::l前に将仏戦‘がか1カ允しマ・

先のこと，いずこか釦IIJ.位をめざしての行軍であ7ぅう。ー瞬．9 (＼ヽのい

係の）ジ uヅ．L,.ンは， iliれにhit'．と，姿も分がぬ＇迅、 ij列1こj↓と'iI,t...“‘, •r 
に刹jの裏を脹った鉄の知i,．を1札'lヽうた。 (p.202.) 

ァッグスプルクで教行をうけ，フ＝ りもドイツ研のほうが

あ 99）た・）・ボレオンにとヽ -うて ドイツを敵1こまわして攻ヽ')l¥'¥でゆく叫°'.:j 

うなれは＇「親殺し」にも等しいところがある。こうしてみれば 、1866

I11:t，大公のみならず，爪帝1ことヽ ごても府i命（ド」な悲述の始まりだったと．こ

こにいたってt.'i・らされることとなるm)。 そして小説CDJ1

92) 

で．
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いさらばえ，店にむしばまれ，親族たちにも見放され，孤独のうちにパイロ

イトを訪れ，ワーグナーのオペラ『神々の黄昏』を観剌しつつ，プランケン

プルクでの蚊後のHのことを胸11liむ息いで回想する。

おのが椛勢に酌い痴れていたそんなrI 々~,桔局は残酷きわまりない ， あ

にの不：怜を招く種となっただけのこと。＇巳＾な勢力を跨っていたこの財制

ltJ:をして，ついに無）Jと底無の淵にまで追いやってしまったのだ。ああ，
冷えびえとしたあのIlの夜明けは，よくよく不吉なものだったのか。うるi

しの伯地を追われ，ヴェンデッ七ンをあとにした，あの朝o...:..艇と再びそこ
が見ることができぬ迩命にあったとは ！ （p. 209.) 

こうした息いを抱かされるのは，大公ひとりにとどまらなかったはずだ。

ナボレオン＿ーニ:.iitもまた戦にやぷれ｀年必いて病にnされた9れでil1i防となり，
はや己れの安(Eの地はなくなる。かくして，亡命にはじまり亡命におわZ

彼の人生は． しょせん恨無しれのそれだったのだ。．権）Jを！屈った20年近い栄

『1tのi&J]も． 命＇；屈は「金メッキの栄棺さ」でしかなく，まさしくく boheme

dorce>9(95)の時代であったというわけだ。しかも，かつてのI;'：帝がこの世を

よるの（とこの小説の．l：人公のモデルとなった，プラウンシュヴァイク公の
9Eとlulじ年のことだった。

使Jfiテキストーglcmir Bourges: Le Crrpuscule des Dieux, Christian 

.Pirot 19S7. 
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および Stock.1912.版をも参照。
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gouvernement; un dernier rayon de gloire artistique et de prosperite 

materielle eclaira l'annee 1867, cette annee de !'Exposition, apogee plutot 

apparent que reel du second Empireヽ と記されている。 (p.346.)

僻 0. Aubry前出著作 p.346.チュイルリーの宮廷の雰囲気をさして形容した表現。
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